
（３）材料単価差異

【目的】

材料費計算の中で、当月の材料に関する標準原価と実際原価の差異を把握し、その原因
を分析します。この材料BOXに集計される「原価差異」は材料の「（購入）単価差異」で、当月
仕入した分に関して、材料コードごとの標準単価と実際仕入単価の差の積み上げとなります。

【方法】

①「材料」の「原価差異」を押し一覧表示します。

【ＳＨＩＮの手順】

①「材料」の「原価差異」を押し一覧表示します。
②「原価集計パネル」を使って、確認したい細かさ、並び順、範囲を変更します。

【ポイント】

先ずは材料単価差異の金額の大きい材料品番順（標準単価より高く購入した）あるいは小
さい順（標準単価より安く購入した）にソート（並べ替え）を行ってみます。

「材料単価差異」がプラス表示（不利差異）になっている材料品番は、予定より原価を圧迫
しているという意味です。なぜそのような購入単価になってしまったのかの分析が重要です。
発注ロットや、特急手配による材料単価の上昇等、個別に原因を掴むことで、具体的な対策
を立てます。

また、標準単価が0円になっているため全額不利差異になっている材料品番がないことを
チェックします。これは明らかに品番マスターの単価設定漏れだからです。

また期間設定を「半期」、「年度」等一定期間にしてこの「材料単価差異」の推移を確認して
みると、標準単価設定に無理がないか？を確認することもできます。

※ここでも、発見・防止方法は、正確に実地棚卸を行うことも勿論ですが、このように「金
額」の大きい順位に並べて、その損益への影響額が大きいものからチェックしていくようにす
るとより効果的です。
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